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今
回
読
ん
だ
「
三
色
す
み
れ
」
は
、
３
月
の
会
で
読
ん
だ
「
三
色
す
み
れ
」

の
一
章
「
不
幸
な
港
町
」(

「
か
さ
さ
ぎ
通
信
」
第
１
５
７
号
参
照)

に
続
く
「
ゲ

ー
テ
と
蚤
」「
医
者
と
カ
ナ
リ
ヤ
」
二
つ
の
章
で
す
。 

「
ゲ
ー
テ
と
蚤
」
は
、
ゲ
ー
テ
の
崇
拝
者
・
エ
ッ
ケ
ル
マ
ン
に
よ
っ
て
、
つ

ま
ん
で
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
、
ゲ
ー
テ
の
ベ
ッ
ド
の
上
に
い
た
蚤
と
恋
人

の
蚤
と
の
対
話
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
エ
ッ
ケ
ル
マ
ン
と
は
ゲ
ー
テ
晩
年
の
秘
書

で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
の
文
筆
家
で
す
。
ゲ
ー
テ
の
死
後
に
出
版
さ
れ
た
「
ゲ
ー
テ

と
の
対
話
」
上
中
下
巻
（
亀
尾
英
四
郎
訳
）
の
岩
波
文
庫
版
が
１
９
４
０
年
か

ら
４
１
年
に
出
版
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
テ
の
ベ
ッ
ド
に
住
み
、
自
分
で
も

詩
人
と
う
ぬ
ぼ
れ
て
い
た
蚤
は
、
自
分
と
同
じ
く
ゲ
ー
テ
を
愛
す
る
エ
ッ
ケ
ル

マ
ン
に
抱
い
て
い
た
仲
間
意
識
（
わ
ざ
わ
ざ
「
同
臭
味
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ

て
い
ま
す
）
を
後
悔
し
ま
す
。
蚤
の
娘
と
の
結
婚
式
の
場
面
で
、
作
者
は
蚤
の

詩
人
に
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
の
独
白
を
語
ら
せ
、
蚤
の
娘
に
は
「
わ
ら
べ
は
見
た

り
野
中
の
バ
ラ
」
と
ゲ
ー
テ
の
詩
を
歌
わ
せ
ま
す
。 

 

ゲ
ー
テ
の
生
き
た
時
代
か
ら
何
百
年
か
た
っ
て
、
ゲ
ー
テ
の
血
を
吸
っ
た
家

系
を
誇
る
蚤
や
ゲ
ー
テ
の
研
究
を
生
涯
の
仕
事
に
す
る
学
者
は
出
て
も
、
自
分

自
身
の
芸
術
の
才
能
を
開
く
こ
と
の
難
し
さ
を
作
者
は
嘆
い
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
と
は
反
対
に
「
医
者
と
カ
ナ
リ
ヤ
」
は
、
趣
味
も
道
楽
も
な
く
毎
日
の

仕
事
で
疲
れ
き
っ
た
中
年
の
医
者
が
、
若
く
楽
し
か
っ
た
学
生
時
代
に
出
会
っ

た
オ
ペ
ラ
の
女
優
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
だ
し
、
心
に
瑞
々
し
い
若
さ
を
蘇
ら
せ

る
話
で
す
。
診
察
室
の
鳥
籠
の
中
の
、
声
が
出
な
く
な
っ
た
カ
ナ
リ
ヤ
を
自
由

に
し
て
や
っ
た
後
、
医
者
は
明
る
い
黄
色
の
服
を
着
た
若
い
女
性
の
患
者
を
診

ま
す
。
オ
ペ
ラ
歌
手
の
そ
の
女
性
は
、
若
き
日
の
あ
の
女
性
の
よ
う
で
し
た
。

自
由
に
し
て
や
っ
た
カ
ナ
リ
ヤ
が
再
び
戻
っ
て
き
て
籠
の
中
で
コ
ロ
コ
ロ
と
歌

い
ま
す
。
自
由
に
し
て
や
っ
た
カ
ナ
リ
ヤ
、
患
者
の
オ
ペ
ラ
歌
手
、
医
者
の
心

に
蘇
っ
た
若
き
オ
ペ
ラ
歌
手
に
つ
い
て
、
参
加
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
『
赤
い
鳥
』
誌
上
初
め
て
曲
譜
が
載
っ
た
西
城
八
十
・
詩
、
成

田
為
三
・
曲
の
「
か
な
り
や
」(1919

年5

月
号)

を
作
者
は
頭
に
置
い
て
、『
赤

い
鳥
』
か
ら
解
き
放
た
れ
た
創
作
活
動
へ
の
思
い
を
描
い
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
い
う
感
想
も
出
ま
し
た
。 

 

「
三
色
す
み
れ
」
は
一
花
に
三
色
の
花
色
が
認
め
ら
れ
た
花
で
す
。
「
不
幸

な
港
町
」
は
絵
画
、
「
ゲ
ー
テ
と
蚤
」
は
詩
文
、
「
医
者
と
カ
ナ
リ
ヤ
」
は
音
楽

を
題
材
に
、
作
者
の
芸
術
観
が
み
え
る
よ
う
で
し
た
。 

 

次
の
「
あ
ね
さ
ま
人
形
」
は
店
先
か
ら
今
戸
焼
の
姉
さ
ま
人
形
が
売
ら
れ
て
、

女
の
子
の
物
に
な
っ
た
話
で
す
。
こ
の
人
形
は
、
職
人
に
目
を
付
け
忘
れ
ら
れ
、

外
の
世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
形
遣
い
の
お
じ
い
さ
ん
が

操
る
浄
瑠
璃
「
奥
州
安
達
原
」
の
「
袖
萩
祭
文
」
を
見
て
い
た
女
の
子
は
、
盲

目
の
袖
萩
が
か
わ
い
そ
う
に
な
り
、
自
分
の
持
っ
て
い
た
目
の
見
え
な
い
姉
さ

ま
人
形
を
胸
に
抱
き
し
め
ま
し
た
。
森
三
郎
さ
ん
ら
し
い
世
界
で
し
た
。 

 

お
知
ら
せ
「
森
三
郎
に
親
し
む
集
い13

（2026

）」
開
催 

 
 

 

時 

６
月
７
日
（
日
）
１
３
時
３
０
分
～
１
５
時 

場 

中
央
図
書
館 

 

内 

森
三
郎
童
話
読
書
感
想
文
最
優
秀
作
品
朗
読｢｢

夜
長
物
語
」
の
追
体 

 
 

験｣

、
森
三
郎
童
話
の
紹
介
「
森
三
郎
童
話
と
一
炊
の
夢
」、
新
作
紙
芝
居 

「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
橋
」
の
上
演
、
ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー
プ
の
演
奏
な
ど 

※ 

森
三
郎
童
話
か
ら
始
ま
る
イ
メ
ー
ジ
画
展
」 

 

時 

５
月
３
０
日
（
土
）
～
６
月
１
３
日
（
土
） 

場 

中
央
図
書
館 
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２
０
２
６
年
４
月
の
「
森
三
郎
の
作
品
を
読
む
会
」
で
は
、 

「
三
色
す
み
れ
」（
『
日
本
児
童
文
学
』
５
、
１
９
４
７
年
１
１
月
）
と 

「
あ
ね
さ
ま
人
形
」
（
『
幼
年
童
話
集 

帽
子
に
化
け
た
ク
ロ
ネ
コ
』 

１
９
４
９
年
２
月
）
を
読
み
ま
し
た
。 

 

１
９
４
９
年
１
２
月
） 

 

〈
次
回
予
定
〉
２
０
２
６
年
６
月
１
２
日
（
金
）
午
後
一
時
半
～
三
時
半 

 
「
蓬
莱
（
ほ
う
ら
い
）
」（
児
童
文
学
者
協
会
編
『
日
本
児
童
文
学
選
：
年
刊
』

第
一
集
、
桜
井
書
店
、
１
９
４
８
年
７
月
） 

「
ザ
ア
カ
イ
と
ユ
リ
」
（
『
幼
年
童
話
集 

帽
子
に
化
け
た
ク
ロ
ネ
コ
』
東
京

一
陽
社
、
１
９
４
９
年
２
月
） 


